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県庁のデジタル化推進の取組 

 

 

 

 

 

 

 

１ 押印の見直し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 行政手続のオンライン化 

行政手続の原則オンライン化を目標に、押印の見直しを踏まえ、手続ごとに本

人確認の在り方や添付書類の必要性等を再検討し、可能なものから順次オンライ

ン化を進める。 

 

３ 新たな組織の設置 

  県庁のデジタル化を全庁的に推進するため、令和３年１月１日、総務部に「デ

ジタル推進室」を設置する。 

存続 ２％（85手続） 
※印鑑証明書の添付が必要な手続 

令和２年中 

８１％ 
（2,768 手続） 

■令和２年中に廃止を行う手続のうち、申請件数の多い手続（年間） 

○特定医療費（指定難病）支給認定申請書     約 12,000 件 

○岡山県建設工事入札参加資格審査申請書         約  2,600 件 

○岡山空港制限区域立入許可申請書          約  1,100 件  

 

令和２年度中 

１２％ 

（421 手続） 

令和３年度以降 

７％ 

（222 手続） 

廃止 ９８％ 
（3,411 手続） 

廃止時期 

◆県に対する手続のうち、９８％の手続について押印の義務付けを廃止！ 

◆押印の見直しを踏まえ、順次、手続のオンライン化を推進！ 

◆県庁のデジタル化を全庁的に推進するため、「デジタル推進室」を設置！ 


